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	【禁忌・禁止】
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	3) 患者に異常のないことを絶えずモニタすること。
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	5) 本付属品を取扱うときは、手術手袋についた血液をよく拭き取ること。本付属品に血液がつくと、ワイヤールーメンへの挿入が困難となる。
	6) 本付属品を清潔器機台に置くときは、跳ねたり、落ちたりしないように十分留意すること。付属のポリエチレンチューブに挿入しておくことが望ましい。
	7) 本付属品をリードに挿入するときは、短いストロークで少しずつ挿入する。曲がった状態や長いストロークで挿入すると、本付属品が折れ曲がる可能性がある。
	8) 本付属品は過分な力でリードに挿入したり、押し進めたりしないこと。リードのコイルを損傷させたり、絶縁被覆を突き破る可能性がある。
	9) 本付属品の遠位部にカーブをつける際には鋭利なものを使用しないこと。
	10) 本付属品挿入時及び交換を行う場合はその都度、フラッシングツールをコネクタピンに差し込み、適切なシリンジを使用してワイヤールーメンを滅菌生理食塩水又は滅菌水でフラッシングすること。
	11) リードの先端が目的部位に達したら、本付属品を引き戻すこと。心穿孔を引き起こす可能性がある。
	12) 本付属品を抜くときはコネクタ部でリードを保持し、まっすぐ引き抜くこと。
	13) リードの安定性を確認したり、電気的特性を検査したりする前に、本付属品は抜去すること。
	【使用上の注意】
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	＜保管方法＞
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	2. 水のかからない場所に保管すること。
	3. 気圧、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ分を含んだ空気等による悪影響のおそれのない場所に保管すること。
	4. 傾斜、振動、衝撃（運搬時を含む）等安定状態に注意すること。
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